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牧 川 っ 子
～どの子も大切に、どの人も大切に～

ＩＣＴ活用教育推進事業
校 長 内 田 彦 次

ＧＩＧＡスクール構想は、国の計画では数年間をかけて児童生徒にタブレット端末等を
整備する予定でしたが、コロナ禍によって急加速に進みました。それまでの日本の教育現
場は、ＩＣＴ機器の整備率がＯＥＣＤ２２か国中で最下位。日本の中でも愛知県は整備率
１３．９％の４７位でした。今現在、子ども１人１人には１００％整備されました。
なぜ、そこまでして推し進めるかという問いの答えはいくつかありますが、一番大切な

理由は子どもたちに必要ということです。「情報活用能力が日本語と同じように学習者の
基盤となる力」 と先進諸国は共通して考えていまして、生きていく上で、今後仕事をし
ていくでも必須の力と考えられています。
タブレットＰＣ利活用の大切さがタブレットＰＣ配付後の２年目から言われる中、本年

度、本校は愛知県よりＩＣＴ活用教育推進事業の研究委嘱を受けました。１学期、２学期
と先生方が子どもたちといっしょに取り組んできた実践内容をご紹介します。

■実践の内容■

●日常への急坂を登る●
先進的にＩＣＴ活用教育に取り組む春日井市の小中

学校や岐阜市教育委員会でＩＣＴ活用教育を推進され
ている方々とお話しすると、「日常への急坂」を登るの
が先決と教えてくれました。大学の先生方からも同様
のことを聞きました。
この急坂は、「ＩＣＴが教師の教える道具」から「児

童が鉛筆・消しゴムのように自由自在に使う道具」に
なるまでに間にある坂で、全国の多くの学校がこの坂
をなかなか登り切れず、次の効果的な活用ステージに
移行しにくいと聞きました。そこで、タブレットＰＣを活用する回数を増やす取組をしました。
児童への翌日の連絡、児童の健康観察連絡等のデジタル集約、teamsのオンライン会議機能を
使った朝礼などを日常的に行いました。児童も学級活動のルールづくりやお楽しみ会、校外
学習の見学、委員会活動の広報でタブレットＰＣを次第に普段使いできるようになってき
ました。
■教科学習での活用■

●子どもたちが主体的に学べるように●
５年理科「土地のつくりと変化」では、平野に住む子ど

もたちにとって身近にない「地層」の学習でインターネッ
トとタブレットＰＣを活用しました。教師から地層が見ら
れる場所を知らされ、各自でＧｏｏｇｌｅのストリートビ
ューを使って地層を探し、観察する学習をしました。
また、本年度モニター契約をしているＡＩ教材Qubena（キ

ュビナ）を活用しています。
教科書や問題集の問題を解き終えた子、テストを終えた子からQubenaに取り組む場面も

増えました。Qubenaは、解けない時には以前の学習に立ち戻って問題を出してくれるため、
子どもたちは自分に適した問題を解いたり、習熟度を増したりする機会に恵まれました。

５年理科 ｽﾄﾘｰﾄﾋﾞｭｰの活用

日常への急坂
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これまで空間・時間・人数といった制約からできなかったこと、得られなかった学びが
ＩＣＴによって、いくばかりかできるようになってきました。興味・関心を引き出し、自
分に適した学習を支援してくれるＩＣＴで、子どもたちが主体的に学ぶ環境が整い始めました。

●考えの共有手段、深く考える手段として●
これまで教室で子どもたちが考えを共有する主な方法は、

挙手と指名によるものでした。ＩＣＴによって、挙手や指
名がなくても、意見や疑問など各児童の考えを共有できる
ようになりました。
６年算数「立体の体積」では、教師が各児童のタブレッ

トＰＣに課題図形を配付し、児童は立体図に色線を描き入
れながら体積の求め方を各自で考えました。紙のノートに
書いた自分の考えをタブレットＰＣで撮影し、画像で共有
しました。どの考え方がいいのか、グループで話し合いま
した。
４年国語「プラタナスの木」では、物語の冒頭と終末に

おける主人公の思いの変化を各自で読み取り、グループ４
人の考えをタブレットＰＣの思考ツール「Ｙチャート」上
で集約しました。それを生かして対話し、グループとして
の意見をまとめました。
他のグループの考えも共有した後、自分の考えを練り直

し、授業のねらいに迫る問い「主人公の思いが特に変化し
たこととその理由」について考えたことをまとめました。
単元全体の自分の学びを俯瞰したり、友達の考えを確認したりできるように、teams上

のエクセルシートで振り返る形をとって、自分の学びや友達の考えを一覧表示で見られる
ようにしました。
●低学年の取組●
１年国語「おむすびころりん」では、役割演技をして物語
を読む練習をタブレットＰＣで撮影しました。録画を大型テ
レビに映し活動を振り返り、声の大きさや読み方の工夫につ
いて話し合いました。
２年国語「スイミー」では、子どもたちを物語にいざなう
方法の１つとして、教科書の挿し絵をスクリーン上に投影し
ました。臨場感が高まり、登場人物の気持ちになって考える
手助けとなりました。
３年生は、タブレットＰＣを一番よく活用した学年で、タ
ブレットＰＣは日常的な文具の１つとなりました。授業時
間を機器トラブルで失うということは、ほとんどありませ
ん。それだけ子どもたちが慣れたということです。このよ
うに習熟度を高めることで、効果的な活用への道が開ける
と分かりました。

■これからについて■
紙でやった方が効果的・効率的なことは紙で行い、タブレットＰＣを使った方が効果的

・効率的なことはタブレットＰＣを使うという極めて当然のことに気づきました。
今後は、児童に基礎学力をしっかりとつけつつ、ＩＣＴをより効果的に活用できるよう

にしたいと考えています。そして、子どもが自分の課題を解決するにあたり、ＩＣＴをう
まく活用して情報を手にしたり、いくつもの情報をまとめたり編集したりして自分の考え
をもつ子、その考えについて周りの人といっしょに話したり考えたりして行動の方向性を
見出せる子の育成を目指したいです。情報モラルや姿勢、視力といった健康面にも配慮し
ながら、健やかに前を向いて歩み続ける人の育成を目指します。
今回、研究委嘱を受けて、どんなことをやっているかをお知らせする紙面にしました。

今後とも、学校教育活動にご理解・ご協力をいただきますようお願いいたします。

２年国語 臨場感ある挿し絵

１年国語 役割演技の撮影

４年国語 Ｙ字チャート

６年算数 体積の求め方


